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 近年，土木界では，建設現場の最前線で活躍する建設技術者の高年齢化が進み，次世代の若手技術者に技術

継承を進めることが喫緊の課題となっている．しかしながら，若手技術者の教育を担う中堅技術者の人材不足，

若手技術者の現場での業務内容の変化等の要因もあり，いまの若手建設技術者に対する教育のあり方を検討

することが重要である．そのような背景から，2020 年に（公社）土木学会 建設技術研究委員会に教育小委員

会（以下，「教育小委員会」と略記）が組織され，新しい教育コンテンツのあり方について調査研究を進めて

いる.本報告は，教育小委員会の活動の一環として実施された，コンクリート構造物の施工管理を題材とした

場合の教育コンテンツのニーズに関する調査結果をまとめたものである． 

 

1 教育小委員会の活動  

 教育小委員会は，建設会社の中堅技術者を中心に

組織されており，若手技術者が土木技術を学ぶため

に必要な教育コンテンツを検討し，提供することを

目的に活動している．これまでに，有用な知見が掲載

された既存のホームページのリンク集を作成し，

SNS(note)に連載するなど，活発に活動している 1). 

 

2 コンクリート構造物の施工管理の教材について

のアンケート調査概要  

 教育小委員会では，動画を中心とした教育コンテ

ンツの作成を検討中であり，それに先立ち， 2021 年

7 月に，コンクリート構造物の施工管理を題材に，若

手技術者の教育コンテンツのニーズを調査すべく，

自由記述によるアンケート調査を実施した．調査対

象は，建設会社の若手技術者を指導する立場の先輩

技術者とし，アンケートは主に下記の内容とした. 

① 教育コンテンツとして必要であると考える内容 

② これまでの学習経験（集合研修で不足している

もの，自身がどのように知識を得たか，自主学習

の，課題、課題解決のための実践内容 等） 

③ 教える立場になって経験したこと（若手教育で

苦労したこと，若手に不足している知識等、トラ

ブルや失敗からの学び，社内教育での力点等） 

④ 次世代の担い手に伝えていきたいこと 

 

 

3 アンケート調査結果 

3.1 回答者の属性 

 大手・中小建設会社ならびに，地域建設会社に所属

する，20 代～60 代の土木技術者 83 名から回答を得

られた．回答者の年代と現場経験年数のグラフを図-

1 に示す．回答者は 30～40 代の現場経験 10 年以上

の技術者が最も多い. 

 

図-1 回答者の年齢と現場経験年数 
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3.2 調査結果 

 調査結果の概要を表-1 に示す．また，④の新たに

必要な知識・技術についての設問について，テキスト

マイニングの手法 2)を用いて自由記述を分析した結

果の一例を図-2 に示す．以下に調査結果を概説する． 

表-1 回答者の傾向 

① 教育動画コンテンツに求めるもの 

トラブル事例，失敗の原因と対策，してはいけないこと 

コンクリート構造物の施工方法のポイントや留意点 

施工計画から施工完了までの一連の流れ 

バイブレータでの締固めの過不足による生じる不具合 

② 集合研修での講義で不足しているもの 

トラブル事例について，原因の説明が不足している 

座学が多い，実地があるとよい 
知識だけでなく，その活用方法 
③ 若手の教育で苦労したこと 

土木分野を学んでいない人への説明 

経験の有無やレベル差を考慮した教育 

若手の知識習得への興味や姿勢の欠如 

よい構造物をつくるという意識の醸成 

④ 新たに必要となった知識，技術 

土木分野に限らない知識や日々の情報収集 

DX，ICT 活用，BIM/CIM，業務効率化 

耐震補強，維持管理，環境への配慮 
⑤ 次世代の建設技術者に学んでほしいこと 

基礎，基本的な技術，知識の習得 

計画から施工までの一連の流れ 

失敗を恐れずに，挑戦すること 

資格取得 

 

 

図-2 テキストマイニングによる分析結果一例 

（「④新たに必要となった知識・技術」の設問） 

 

① 教育動画コンテンツに求めるもの 

施工の一連の流れや，コンクリート標準示方書

等，図書の概説などを短時間の動画コンテンツに

まとめたものや，施工トラブルの事例などを紹介

してほしいとの意向が多くみられた. 

② 集合研修での講義で不足しているもの 

 座学の講義中心であるため，実践で活用できる

内容が少ないとの意見が多かった． 

③ 若手の教育で苦労したこと 

若手技術者に基礎知識が不十分である場合，そ

れを基礎から教えて実践できるところまで教育

することは困難であるとの意見があった．施工現

場で的確な指示が出せる技術者に育てることが

困難であるとの意見も多かった． 

④ 新たに必要となった知識，技術 

ICT 活用や DX などに対応できるための知識や，

特殊環境・新材料を用いたコンクリートの知識，

インフラメンテナンスなど，新分野への応用など，

新たな取組みに対応する必要があるとの意見が

多かった．テキストマイニングの結果でも，ICT や

BIM/CIM などのキーワードが数多くみられる一方

で，考え抜くなどのキーワードも抽出されている

ことが特徴的である． 

⑤ 次世代の建設技術者に学んでほしいこと 

 ICT などの新技術を活用できる知識とともに，

基本的な知識の習得を望む意見が多数得られた． 

 

4 まとめ 

 コンクリート構造物の施工という，建設現場の施

工管理に不可欠であるテーマを，若手技術者に伝え

るために必要な教育のニーズについて調査した.調

査結果より，現場で実践するために必要な教育コン

テンツが不足しており，施工の流れやトラブル事例

が簡潔に示された動画コンテンツが必要であること

がわかった.また，新しい知識・技術への対応や，ス

マートフォンの普及などで活字離れする若手技術者

のニーズに合ったコンテンツの提供が必要であるこ

ともわかった． 

 この結果を受け，教育小委員会では，若手技術者が

必要とする教育コンテンツ動画などの情報収集や作

成を通じて，建設現場等における若手技術者への世

代継承などの課題に対応できるように引き続き取り

組んでいく所存である．今回の調査結果が若手技術

者教育コンテンツ作成の一助になれば幸いである． 
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